
　今回の更新に伴い、保険証の色が紫色紫色から緑色に変わります。
　平成 30年度の新しい保険証（緑色）は、７月中頃に簡易書留で送付しますので、８月以降に病院を受診する際は、
緑色の保険証を忘れずに提示してください。

※有効期限内でも、世帯構成の変更や所得更正により、自己負担割合などに
変更があった場合は、新しい保険証を交付します。それまでの保険証は、
住民課または富来支所へ速やかに返還してください。

※医療機関での一部負担金の割合（１割または３割）は、前年中の所得をもと
に決定されます。

※新しい保険証の裏面に「臓器提供に関する意思表示欄」が設けられていま
す。その欄に貼るための目隠しシールは、住民課、富来支所で渡しますので、
希望者はお問い合わせください。

　保険料は、前年中の所得をもとに決定し、7月中頃に、平成 30年度の保険料額決定通知書などをお送りします。

後期高齢者医療被保険者証　７月中頃、新しい保険証を送付

保険料額決定通知書の送付

・使用できるのは８月１日からです。

・現在の保険証の有効期限は、７月 31日です。８月１日以降は使用できませんので、裁断するなどして廃棄し
てください。

封筒見本

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
にに加入加入している皆さんへしている皆さんへ

！

　平成 30 年 4月から、元被扶養者で特定の要件に該当する人などについて、後期高齢者医療の保険料軽減特例
が一部、見直しとなりました。
　詳細については、保険証の送付時に同封のリーフレットまたは、石川県後期高齢者医療広域連合のホームペー
ジをご覧ください。

　詳しくは ･･･

保険料の軽減

 石川県後期高齢者医療広域連合

75歳
以上 の
皆さん

※１
※１  65 歳以上の人で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している人も対象です。

表 裏

みほんみほんみほんみほん
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　高額療養費制度とは、ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上限額を超えて支払っ
た額を払い戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。
　平成 30年８月から下の表のように変わります。

現役並み所得（負担割合３割）の人はご注意ください !!（重要）

現役並み所得の人は、課税所得の金額にかかわらず、適用区分がⅢとなってしまいます。
課税所得が 690 万円未満の人（上記表より適用区分がⅠ ,Ⅱに該当する人）は市町窓口にて、「限
度額適用認定証」の交付申請を必ず行ってください。

高額療養費の上限額の変更

！
問 住民課 後期高齢者医療担当　☎ 32-9121

　町立図書館前にテントと椅子を設置した青
空読書コーナーを６月から開設しています。
　天気のいい日に屋外で読書を楽しむことが
できます。ぜひ、来てください。

期　間　７月中旬まで
開設日　毎週金・土・日曜日の晴れた日
場　所　志賀町立図書館前

問 志賀町立図書館　☎ 32-1740

適用区分 外来＋入院
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

現
役
並
み

課税所得
　145万円以上の方 57,600円

80,100円
＋(医療費－

267,000円）×１％
〈多数回44,400円

（※２）〉

一　

般

課税所得
　145万円未満の方
（※１）

14,000円
〔年間の上限
144,000円〕

57,600円
〈多数回44,400円

（※２）〉

住
民
税
非
課
税

Ⅱ 住民税非課税世帯
　　（※３）

8,000円

24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯    
   （年金収入80万円
　   以下など）（※３）

15,000円

適用区分 外来＋入院
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

Ⅲ 課税所得
 　690万円以上の方

252,600円
＋(医療費－842,000円)×１％ 
〈多数回140,100円（※２）〉

Ⅱ 課税所得
 　380万円以上の方

167,400円
＋(医療費－558,000円)×１％
 〈多数回93,000円（※２）〉

Ⅰ 課税所得
 　145万円以上の方

80,100円
＋(医療費－267,000円）×１％
 〈多数回44,400円（※２）〉

課税所得
　145万円未満の方
　（※１）

18,000円
〔年間の上限

144,000円〕
57,600円

〈多数回44,400円
（※２）〉

Ⅱ 住民税非課税世帯
　　（※３）

8,000円

24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯
   （年金収入80万円
　   以下など）（※３）

15,000円

平成30年７月までの上限額（70歳以上） 平成30年８月からの上限額（70歳以上）

新
た
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
申
請

（※1）世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。
（※2）過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
（※3）住民税非課税世帯の方については、従来どおり、限度額適用・標準負担額減額認定証を交付します。

青 読空 書 コーナー
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７ / １日 14:00 ～ ７ / 21 土 13:30 ～ ７ / 11 日水 10:30 ～
　　25 日水 10:30 ～

七夕をたのしもう七夕をたのしもう
　七夕にあわせて願い事を書いたり、
お茶を楽しみましょう。
ご家族一緒に楽しみましょう。

　

みんなでゲームみんなでゲーム
　楽しいゲームで遊びましょう。

　定員：15 組
　対象：小学生

親子リトミック遊び親子リトミック遊び
　音楽に合わせて親子で楽しく体を
動かしましょう。

　指導：松本  有美　先生　
　対象：乳幼児親子
　定員：20 組

問志賀町児童館　☎32-1724
休 館 日　７月 15日㊐・16日㊊・㊗
開館時間　9:00 ～ 17:30

  　　

　
  　　

　

問志賀町立図書館　９:30 ～ 18:30　　☎32-1740
問町立富来図書館　９:30 ～ 18:00　　☎42-2777

休館日　７月２日㊊・９日㊊・16日㊊・㊗・23日㊊・30日㊊

【志賀町立図書館】　

◆おすすめの本◆
○万引き家族　　　　　　　　　　　　　　　　是枝　裕和
　足りない生活費を万引きなどの犯罪で補いながら、東京の下町で
ひっそりと暮らす一家の物語。監督が小説で描く、家族の絆とは。第
71 回カンヌ国際映画祭受賞作品『万引き家族』を自ら小説化した本。

○女子刑務所ライフ！　　　　　　　　　　　　中野　瑠美
　100 人でシャワーを奪い合い、刑務官の派閥争いに巻き込まれ、
運動会では大乱闘…。女子刑務所の “ 懲りない女たち ” の修羅場を、
覚せい剤取締法違反で逮捕歴４回、通算服役 12 年の著者が軽快に
綴っています。

課題図書、工作、自由研究に役
立つコーナーあります。夏休み
の宿題に活用してください♪

◆新着の本◆
【一般書】
○ののはな通信　　　　　　　　三浦しをん
○未来　　　　　　　　　　　　湊　かなえ
○元禄お犬姫　　　　　　　　　諸田　玲子
○ウォーターゲーム　　　　　　吉田　修一
○爆身　　　　　　　　　　　　大沢　在昌
○新選組の料理人　　　　　　　門井　慶喜
○わたしの本の空白は　　　　　近藤　史恵
○無暁の鈴　　　　　　　　　　西條　奈加
○首の鎖　　　　　　　　　　　宮西　真冬
○役に立たない人生相談２　　　佐藤　愛子
○辛くならない子育てのコツ　　坂東眞理子

【児童向け】
○うんこ図鑑　　　　　　　　　荒俣　　宏
○こびと桃がたり　　　　   なばた  としたか
◆新着のDVD
○イントゥ・ザ・ウッズ　メリル・ストリープ出演
○聲の形　　　　　　　　　アニメーション

◆新着の CD
○ＢＯＯＴＬＥＧ　　　　　　　米津　玄師
○ＧＲＡＭＭＹ 2018　ブルーノ・マーズほか

おはなし会　 　　　　　　７月４日㈬・18日㊌　16:00 ～ 17:00
ボランティアおはなし会 　　　７月28日㊏　14:00 ～
【夏のイベント】
図書館工房＆夏のおはなし会 　８月４日㊏　10:00 ～ 12:00

※夏季は､ 志賀のみ 30 分延長します

 場所：１階・絵本コーナー
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心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、約 300 の幅
広い授業科目があり、1科目から学ぶことができます。全国に学習セン
ターが設置され、サークル活動などの学生交流もあります。資料（無料）
請求は、お気軽に放送大学石川学習センター（☎ 076-246-4029）まで。
○出願期間：第１回 -８月 31 日㊎まで、第２回 -９月 20 日㊍まで

問
生
涯
学
習
課　

☎
32-

９
３
５
０

《夏の増刊号》－ Lifelong Learning－　生涯学習だより－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

　
「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）
と
し
て
、
毎
月
27
日
ま
で

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
連
絡
先
必
須
）
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ -

０
１
９
８
志
賀
町
末
吉
千
古
１
‐
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
ま
で

芹
を
摘
む
休
耕
田
の
小
流
れ
に　
　
　
　

前
川
美
代
子

黄
金
週
間
百
台
集
ふ
オ
ー
ト
バ
イ　
　
　

屋
敷　

香
陽

老
い
る
と
は
歩
幅
の
せ
ま
き
鴉
の
子　
　

池
田　

玲
子

雨
上
が
り
嶺ね

ね々

の
新
緑
の
き
わ
ま
り
ぬ　

藤
川　

増
野

天
空
と
海
一
色
や
浜
昼
顔　
　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

胸
元
を
少
し
広
げ
て
更
衣　
　
　
　
　
　

高
岩　
　

満

春
叙
勲
来
し
方
想
い
大
天
晴
れ　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

葉
桜
と
な
り
て
も
清
し
並
木
道　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

鳶
の
笛
や
さ
し
く
あ
り
て
夏
に
入
る　
　

須
广
ひ
ろ
し

山
裾
の
躑
躅
の
誘
い
爺
と
婆　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

桃
桜
花
の
絨
毯
そ
っ
と
踏
み　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

か
き
つ
ば
た
母
の
命
日
墓
に
供
え　
　
　

森
下
い
わ
お

ゴ
ー
フ
ル
の
軽
き
甘
さ
や
春
惜
し
む　
　

小
島　

史
子

西
行
の
色
紙
い
ず
こ
や
山
ぼ
う
し　
　
　

粟
津　

岳
陽

葉
桜
や
ピ
ン
ク
の
艶
を
空
に
お
く　
　
　

新
澤　

和
子

高
齢
化
ひ
っ
そ
り
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り　
　
　

玉
川
由
美
子

の
び
や
か
や
遅
咲
き
も
よ
し
山
桜　
　
　

よ
し
へ
ひ
て
ふ

足
腰
の
痛
み
も
無
事
に
ひ
と
日
す
ぎ

　

礼
拝
す
ま
せ
夢
路
を
辿
る　
　
　
　
　

東　
　
　

操

新
し
い
ピ
カ
ピ
カ
光
る
そ
れ
よ
り
も

　

無
く
し
た
ク
ツ
に
未
れ
ん
残
れ
り　
　

池
野
千
絵
子

人
あ
ま
り
通
ら
ぬ
野
の
花
咲
く
み
ち
に

　

産
毛
い
と
し
き
よ
も
ぎ
摘
み
を
り　
　

坂
井
外
志
子

ど
っ
こ
い
し
ょ
立
ち
居
す
る
た
び
出
づ
る
声

　

生
く
る
先
々
杖
と
も
な
さ
ん　
　
　
　

安
中
加
奈
子

記
念
日
と
う
こ
と
ば
好
め
る
若
き
ら
は

　

入
籍
の
日
を
こ
だ
わ
り
選
ぶ　
　
　
　

福
島　

信
子

手
助
け
に
特
急
バ
ス
で
来
し
母
も

　

そ
の
バ
ス
も
な
し
遠
き
ふ
る
さ
と　
　

泉　
　

広
栄

ち
ち
は
は
と
夫
の
納
ま
る
奥
津
城
に

　

溢
る
る
ほ
ど
の
供
華
の
水
仙　
　
　
　

藤
井　

信
子

遠
き
日
の
辞
書
開
き
し
に
四
つ
葉
あ
り
て

　

若
き
日
の
野
に
し
ば
し
遊
べ
り　
　
　

芳
岡　

典
子

前
略
と
玄
関
先
に
初
つ
ば
め

　

恋
人
さ
が
し
か
く
る
り
飛
び
去
る　
　

浜
崎
み
の
り

春
の
庭
ひ
ん
や
り
と
し
て
静
も
る
に

　

遠
く
の
梵
鐘
今
朝
も
響
け
り　
　
　
　

岩
上　

久
枝

雨
上
が
り
ニ
ョ
コ
ニ
ョ
コ
出
る
を
一
人
占
め

　

秘
密
の
ス
ポ
ッ
ト
太
き
わ
ら
び
を　
　

松
本　

正
子

五
月
雨
の
止
み
て
キ
ラ
キ
ラ
朝
日
受
け

　

山
の
緑
の
眩
し
く
息
吹
く　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

爛
漫
と
野
山
も
里
も
花
咲
け
り

　

高
野
詣
り
の
紀
の
川
渡
り
ぬ　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

浮
き
浮
き
と
柳
の
下
で
跳
ぶ
蛙　
　
　
　

川
上　

富
子

色
と
型
様
々
違
う
個
性
有
り　
　
　
　
　

小
松　

康
子

加
賀
と
能
登
桜
満
開
差
が
７
日　
　
　
　

西
尾　

海
春

我
だ
け
か
行
け
ど
進
め
ど
向
か
い
風　
　

古
森　

真
猿

涙
あ
り
広
い
世
界
の
ア
ス
リ
ー
ト　
　
　

高
島　

和
子

言
い
過
ぎ
は
柳
に
風
と
聞
き
流
し　
　
　

池
田　

洋
子

情
け
な
や
５
ミ
リ
の
段
差
に
つ
ま
ず
い
て　

芝
山　

照
子

エ
リ
ー
ト
と
常
識
人
の
差
の
開
き　
　
　

林　

ち
よ
子

横
書
き
で
毛
筆
書
体
興
な
し　
　
　
　
　

柴
田　

政
行

願
い
事
叶
う
と
信
じ
宮
参
り　
　
　
　
　

赤
崎　

が
な

大
差
つ
け
勝
っ
た
自
民
も
支
持
ゆ
ら
ぐ　

三
井
か
ほ
里

マ
ス
ク
顔
声
で
誰
だ
か
理
解
す
る　
　
　
　

西
尾　

善
春

花
粉
症
マ
ス
ク
な
し
で
は
い
ら
れ
な
い　
　

炭
谷　

良
子

美
人
で
す
マ
ス
ク
を
し
て
も
そ
れ
な
り
に　

遠
藤
美
朝
子

手
抜
き
し
て
取
り
戻
せ
な
い
穴
を
掘
り　
　

山
本　

静
香

手
抜
き
し
て
後
悔
せ
ず
に
慎
重
に　
　
　
　

橋
田
明
日
香

手
抜
き
せ
ず
努
力
を
重
ね
お
立
ち
台　
　
　

村
中　

光
彦

手
抜
き
し
て
も
毎
年
植
え
る
夏
野
菜　
　
　

坂
下
二
三
子

毎
日
の
手
抜
き
を
悔
や
む
申
告
期　
　
　
　

小
松　

彰
一

せ
ま
き
庭
眩
し
く
開
く
ぼ
た
ん
か
な　
　
　

山
守　

宏
子

濃
淡
の
新
緑
ま
ぶ
し
里
を
訪
ふ　
　
　
　
　
　
　

芳　

子

草
の
根
の
土
を
被か

ぶ

る
や
庭
薄
暑　
　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
子

夕
立
や
泣
い
て
と
ぼ
と
ぼ
下
校
の
児　
　
　

土
田
エ
ミ
子

葉
桜
や
植
え
て
安
堵
の
野
菜
苗　
　
　
　
　

上
野　

末
子

花
あ
や
め
庭
古
る
ま
ゝ
の
在あ

り
ど
こ
ろ　
　
　
　

ま
つ
い

新
茶
の
香
両
手
に
温
く
し
湯
の
み
か
な　
　
　
　

さ
ち
こ

新
緑
に
田
の
面
の
早
苗
生
き
生
き
と

　

つ
ば
め
と
び
交
い
我
が
里
の
ど
か　
　
　
　
　

智　

子

五
月
空
滝
に
ず
ら
り
と
こ
い
の
ぼ
り

　

孫
は
見
上
げ
て
は
し
ゃ
ぎ
喜
び　
　
　
　
　
　

志
津
江

あ
の
日
よ
り
朝
夕
に
聞
く
あ
み
だ
経

　

白
き
菊
咲
く
七
七
日
の
頃　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

足
腰
の
強
き
遺
伝
子
受
け
継
ぎ
て

　

歩
行
田
植
え
も
無
事
に
終
り
て　
　
　
　
　
　

光　

雄

文芸教室

　
「
門
」
土
筆
の
会

「
門
」
土
筆
の
会

　

富富  

来来  

俳俳  

壇壇

　

志
賀
歌
会

志
賀
歌
会

　

西
浦
川
柳
会

西
浦
川
柳
会

　　

貝
が
ら
川
柳
社

貝
が
ら
川
柳
社

　

投投  

稿稿　　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

短
歌
、
俳
句
、
川
柳

麻
ひ
も
を
結
び
て
キ
ュ
ウ
リ
ナ
ス
ト
マ
ト

　

か
細
き
苗
に
や
わ
ら
か
き
雨　
　
　
　

田
端　

正
敏

風
そ
よ
と
吹
く
が
ま
ゝ
に
ゆ
れ
て
い
る

　

白
藤
の
花
の
い
や
白
き
こ
と　
　
　
　

向
永
い
み
子

早
苗
田
の
か
た
へ
の
草
を
も
く
も
く
と

　

あ
ゆ
む
毛
虫
の
蝶
と
な
る
日
は　
　
　

吉
本　

與
彦

10月入学生募集！
広報しか
2018.7

11


	1-16
	17
	18-23
	24
	25
	26
	27.28



